
株式会社　南信州観光公社

長野県・南信州

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
受
け
入
れ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
最
適
地

ＳＤＧｓに対応　新しい時代へ
奈良県・大和飛鳥地域

歴
史
と
自
然
が
育
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
場

大
和
・
飛
鳥
民
家
ス
テ
イ

若狭美浜はあとふる体験推進協議会

福井県・若狭美浜

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験

「
生
き
ぬ
く
強
い
心
を
」

一般社団法人　秩父地域おもてなし観光公社

埼玉県・秩父地域

都
心
か
ら

分
、民
泊
家
庭
は

軒

東
京
に「
ち
か
い
な
か
」秩
父

天竜川でのラフティング

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

農
泊
の
受
け
入
れ
農
家

　
な
ぜ
、
今
、
南
信
州
な
の

か
？

　
▽「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
解
学

習
、Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開

発
）学
習
の
た
め
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー（
学
習
支
援
者
）

の
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
▽
１
９
９
６
年
に
全
国
か

ら
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

を
開
始
し

年
間
の
安
定
し

た
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
▽
全
国
で
初
め
て
農
泊

（
受
け
入
れ
先
は
延
べ
４
５

０
軒
、簡
易
宿
所
）を
教
育
旅

行
に
導
入（
１
９
９
８
年
）。

第
１
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ

ン
大
賞
最
優
秀
賞
、２
０
１

７
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー

ド
受
賞（
農
泊
）。

　
▽
南
信
州
観
光
公
社
は
飯

田
、下
伊
那
な
ど
の

市
町

村
が
出
資
し
広
域
行
政
の
協

力
で
受
け
入
れ
。

　
▽
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ

め
、２
０
０
近
い
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
の
教
育
旅
行
受

け
入
れ
先
と
し
て
の
準
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

策
は
新
し
い
生
活
様
式
を
基

本
に
、
受
け
入
れ
施
設
・
農

家
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
理
解

し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
▽
入
域
時
の
修
学
旅
行

生
、学
校
関
係
者
な
ど
の
無

感
染
・
健
康
確
認

　
▽
南
信
州
地
域
全
体
で
の

感
染
防
止
策
の
実
践

　
▽
宿
泊
・
食
事
施
設
、体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
感
染
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
順
守
＝
宿
泊
施
設

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ
３
、

南
信
州
農
泊
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ｖ
ｅ
ｒ
３（
農
家
向
け
）の
順

守
、従
業
員
の
感
染
防
止
対

策
、感
染
防
止
の
た
め
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
、

頻
繁
な
換
気
・
接
触
箇
所
の

消
毒

　
▽
修
学
旅
行
生
の
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
順
守
＝
マ

ス
ク
着
用
、接
触
防
止
策
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン

グ
、手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
徹

底　
▽
感
染
防
止
の
た
め
の
設

備
・
備
品
・
新
技
術
の
活
用

　
▽
感
染
者
発
生
時
の
対
応

策
の
徹
底
と
関
係
機
関
と
の

連
携

　
▽
万
が
一
に
備
え
て
検
査

キ
ッ
ト（
抗
原
定
性
検
査
）の

準
備

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
新
学
習
指
導

要
領
―
高
校
教
育
に
求
め
ら

れ
る
も
の
―

　
▽
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
　
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（
２
０
１
８
学
習
到
達
度
調

査

カ
国
、世
界
の

歳
対

象
）が
評
価
す
る
主
要
な
能

力
で
は
、日
本
は
数
学
的
リ

テ
ラ
シ
ー
６
位（
前
回
５

位
）、科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
５

位（
同
２
位
）、読
解
力

位

（
同
８
位
）と
す
べ
て
後
退
し

て
い
ま
す
。

　
▽
新
学
習
指
導
要
領
の
求

め
る
主
要
な
能
力
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
　
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
調
査
目
的

と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

　
▽
既
に
始
ま
っ
た
大
学
入

試
制
度
の
改
革
も
以
下
の
点

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
は「
正
解
の
な
い

問
い
」に
答
え
を
出
せ
る「
問

題
解
決
能
力
」や「
創
造
性
」

を
持
つ
人
を
求
め
て
い
ま

す
。感
動
体
験
南
信
州
は
、学

歴
や
偏
差
値
で
そ
の
能
力
の

有
無
は
予
測
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、次
代
を
切
り
拓
く

青
少
年
に
は
、「
認
知
能
力
」

（
Ｉ
Ｑ
や
学
力
テ
ス
ト
で
計

測
さ
れ
る
）で
は
な
く
、「
非

認
知
能
力
」が
そ
の
職
業
人

生
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ

る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
真
面
目
さ
、開
放

性
、外
向
性
、協
調
性
、精
神

的
安
定
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
、人
間
力
と
言
い
換
え
て

も
よ
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、時
代
の
潮

流
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」と
持
続
可
能
な
地

球
、日
本
、地
域
を
創
る

た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

意
し
て
い
ま
す
。ご
来

訪
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
（
南
信
州
観
光
公
社

＝
長
野
県
の
認
定
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
第

１
４
７
号
）
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稲
渕
の
棚
田

竹
林
で
の
里
山
保
全
活
動

民
家
ス
テ
イ
体
験
者
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
会

　
◆
大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の「
④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」と「
⑪
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
目
標
と
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
作
る
た
め
日
々
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　
人
と
歴
史
・
自
然
が
共
存

す
る
大
和
飛
鳥
地
域
は
、
日

本
の
国
が
始
ま
っ
た
地
で

す
。
大
和
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
こ
の
「
日
本
は

じ
ま
り
の
地
が
ミ
ラ
イ
を
創

る
学
び
の
場
」
に
な
る
よ
う

に
、
民
家
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
や
人
材
育
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
私
た
ち
の
普
段
の
生
活

が
い
か
に
大
切
で
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を

よ
り
実
感
す
る
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
状
況
下
に
お

い
て
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
を
持
っ
て
問
題
に
対
峙

す
る
力
（
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｇ

ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）
と
、
地

域
で
堅
実
に
活
動
し
な
が
ら

解
決
し
て
い
く
力
（
Ａ
ｃ
ｔ

　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
＝
日

本
人
で
も
あ
り
、
地
球
市
民

と
し
て
の
自
分
を
意
識
す
る

こ
と
）
。
「
新
し
い
生
活
様

式
」を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
触

れ
合
い
を
失
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
大
変

な
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
養

え
る
場
と
し
て
、
大
和
飛
鳥

地
域
へ
お
越
し
い
た
だ
け
る

よ
う
、
着
実
な
準
備
、
調
整

が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
い
ま
す
。

　
「
大
和
飛
鳥
を
『
ミ
ラ
イ

を
創
る
学
び
の
場
』
に
す
る

た
め
の
３
項
目
」

　
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
「
正
し
く
恐
れ
る
」
取

り
組
み
＝
奈
良
県
立
医
科
大

学
感
染
症
セ
ン
タ
ー
の
笠
原

先
生
が
、
実
際
に
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
宅
に
訪
問
し
、
取

り
組
み
内
容
を
確
認
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
と
に
、
感
染
症
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
対
し
て
、
受
け
入

れ
前
研
修
を
随
時
実
施
し
、

適
切
な
対
応
を
講
じ
て
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
び
を

実
践
で
き
る
受
け
入
れ
の
構

築
＝
田
舎
の
暮
ら
し
の
中
で

実
践
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
目
標
は
実
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
（
例

：
地
産
地
消
＝
⑧
働
き
が
い

も
経
済
成
長
も
▽
共
同
調
理

＝
⑫
作
る
責
任
使
う
責
任
⑤

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
④

質
の
高
い
教
育
、
防
災
⑪
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
▽
里
山
保
全
＝
⑮
陸
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
―
な
ど
）

　
民
家
ス
テ
イ
体
験
を
通
し

て
、
暮
ら
し
の
中
の
工
夫
次

第
で
、
自
分
の
周
り
の
世
界

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
段
階
的

に
学
べ
る
よ
う
に
、
事
前
事

後
の
学
習
シ
ー
ト
も
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。一
人
一
人
が
、

「
世
界
を
構
成
す
る
一
員
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
行

動
を
起
こ
す
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
精
神
は
、
「
自
ら
考

え
て
行
動
す
る
こ
と
」
が
求

め
ら
れ
る
民
家
ス
テ
イ
体
験

の
理
念
そ
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
３

【
２
０
２
１
年
ス
タ

ー
ト
】
環
境
教
育
ｄ
ｅ
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ム
＝
「
明
日
香
村
を

歩
い
て
！
見
て
！
触
れ
て
、

気
づ
い
て
み
よ
う
Ｍ
ｙ
　
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
形
式

で
村
内
を
巡
り
ま
す
。
村
内

の
要
所
に
て
、
村
独
自
の
取

り
組
み
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
学
び
、
自
ら
気
づ
き
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
最
後
に
は
「
大
和
飛
鳥

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
定
書
」
を
発
行

し
ま
す
。

　
時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
が
、
大
切
な
も
の
は

変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
な
く
し

て
は
、
誰
も
が
取
り
残
さ
れ

な
い
幸
せ
な
世
界
は
や
っ
て

き
ま
せ
ん
。
当
地
と
の
つ
な

が
り
の
中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
の
学
び
を
得
る
こ
と

で
、
一
歩
先
の
ミ
ラ
イ
を
考

え
そ
の
ミ
ラ
イ
を
創
り
出
す

人
と
な
る
た
め
に
も
、
こ
の

大
和
飛
鳥
地
域
で
『
地
球
市

民
』
と
し
て
の
新
し
い
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
約
１
２
０
軒
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
有
し
、
常
時
３

５
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

で
す
（
広
域
エ
リ
ア
で
受
け

入
れ
ま
す
）
。
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船
釣
り
体
験

民泊の受け入れ家庭との
お別れ（退村式）

　　みんなで食卓を囲む受け入れ家庭での食事

チームワークを育むボート体験

〒‐　福井県三方郡美浜町木野‐‐
〈㈱旅工房内〉
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福
井
県
美
浜
町
は
、
人
口

約
９
３
０
０
人
、
町
の
端
か

ら
端
ま
で
は
車
で
約

～


分
の
距
離
の
中
に
、
日
本
海

の
中
で
も
豊
富
な
魚
種
が
取

れ
る
「
若
狭
湾
の
漁
村
」
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

に
も
認
定
さ
れ
た
景
勝
地

「
三
方
五
湖
の
湖
村
」
、
山

に
は
木
々
が
生
い
茂
り
、
澄

ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
川
が

流
れ
る
豊
か
な
自
然
の
中
で

営
む
「
若
狭
路
の
農
村
」
。

さ
ら
に
は
、
町
の
名
の
通
り

日
本
海
に
面
し
た
美
し
い

「
水
晶
浜
」が
魅
力
的
で
す
。

一
つ
の
町
で
漁
村
文
化
、
湖

の
文
化
、
農
林
業
の
文
化
を

育
ん
で
い
る
た
め
、
若
狭
美

浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
で
は
、

こ
の
自
然
豊
か
な
地
域
の
資

源
を
生
か
し
、
漁
業
体
験
、

農
林
業
体
験
、
自
然
・
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
、
伝
統
味
覚
体

験
、
工
芸
・
歴
史
文
化
体
験

と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん

だ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
え

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
素
顔
の
美
浜

に
出
会
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
美
浜
の
あ
り
の
ま
ま
の

暮
ら
し
を
感
じ
、
訪
れ
る
人

々
と
地
域
の
人
々
が
体
験
を

通
し
て
交
流
を
行
う
。
自
然

や
風
景
を
守
り
伝
統
や
文
化

を
伝
え
、
食
を
育
み
、
互
い

が
心
高
ま
る
、
感
動
す
る
交

流
「
感
交
」
を
し
た
い
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
農

林
業
体
験
８
種
、
漁
業
体
験


種
、
自
然
・
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
６
種
、
味
覚
工
芸
歴
史

文
化
体
験

種
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
地
域
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
共
に

汗
を
流
し
、
本
物
の
現
場
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
き
る
強
さ
と
自
分
の
考
え

を
持
ち
、
自
発
的
に
行
動
で

き
る
人
間
へ
と
つ
な
げ
て
い

け
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ボ
ー
ト
体
験
（
信
頼
関
係

と
、
物
事
を
継
承
し
て
活
動

で
き
る
心
づ
く
り
）

　
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体

験
特
有
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ

の
ボ
ー
ト
体
験
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
を
肌
で
感

じ
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る

能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
こ
ぎ

手
４
人
と
コ
ッ
ク
ス
（
か
じ

取
り
）
１
人
が
艇
に
乗
り
込

み
、
湖
を
こ
ぎ
進
み
ま
す
。

「
一
艇
あ
り
て
一
人
な
し
」

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
一

人
が
頑
張
っ
て
も
早
く
進
ま

ず
、
全
員
の
呼
吸
が
一
つ
に

な
っ
た
時
、
初
め
て
湖
面
を

滑
る
よ
う
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
民
泊
体
験
（
心
の
温
か
さ

と
人
と
し
て
の
礼
儀
の
心
づ

く
り
）

　
人
間
関
係
の
気
薄
さ
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
民
泊

体
験
を
通
じ
て
、
人
の
温
か

さ
、
自
分
を
応
援
し
て
く
れ

る
気
持
ち
を
肌

で
感
じ
る
機
会

を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
自
分

の
存
在
価
値
を

再
確
認
し
、
自

分
も
高
ま
り
た

い
と
い
う
意

思
、
意
欲
を
伸

ば
し
て
い
け
る

よ
う
「
心
の
平

和
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
「
田
舎
の
温
か
さ
　
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を

伝
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
初
め
て
出
会
う
新
た

な
家
族
と
緊
張
の
面
持
ち
で

対
面
し
ま
す
。
け
れ
ど
、
一

緒
に
食
事
の
準
備
を
し
、
み

ん
な
で
食
卓
を
囲
ん
で
団
ら

ん
す
る
う
ち
に
、
互
い
に
歩

み
寄
ろ
う
と
す
る
こ
と
か
ら

交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
こ

で
大
人
や
異
年
齢
の
他
人
と

の
交
流
の
方
法
を
学
ぶ
の
で

す
。
偶
然
結
ば
れ
た
数
日
間

の
縁
が
そ
れ
き
り
に
な
ら

ず
、
絆
が
つ
な
が
っ
て
い
く

と
こ
ろ
に
美
浜
の
民
泊
体
験

の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
自
然
の
豊
か
さ
を
大
切

に
、
質
の
高
い
教
育
、
住
み

続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
将
来
の
世
代
に
も
配

慮
し
つ
つ
、
全
て
の
人
が
笑

顔
で
元
気
に
住
み
続
け
ら
れ

る
、
活
力
あ
る
社
会
で
暮
ら

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

み
ん
な
で
田
植
え
体
験

受
け
入
れ
家
庭
で
の
農
作
業
体
験

　　　　自然を感じ、チームワークを育むラフティング

　　全員で料理して「いただきます」

　
埼
玉
県
の
秩
父
地
域
は
、

東
京
都
心
か
ら
約

㌔
圏
内

（
バ
ス
、
電
車
で
２
時
間
以

内
）
で
あ
り
な
が
ら
、
ユ
ネ

ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
「
秩
父

祭
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
や

伝
統
文
化
、
素
晴
ら
し
い
自

然
、
ま
た
、
人
情
に
あ
ふ
れ

た
地
域
で
す
。

　
歴
史
の
教
科
書
の
中
で

は
、
「
和
同
開
珎
」
「
秩
父

事
件
」
な
ど
が
有
名
で
、
地

学
の
面
で
は
〝
日
本
地
質
学

発
祥
の
地
〟
と
し
て
「
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
感
動
の
人
気
ア
ニ
メ
「
あ

の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕
達

は
ま
だ
知
ら
な
い
。
」
や
映

画
「
心
が
叫
び
た
が
っ
て
い

る
ん
だ
。
」
「
空
の
青
さ
を

知
る
人
よ
」
の
舞
台
に
も
な

っ
た
ア
ニ
メ
の
聖
地
で
も
あ

り
、
現
在
全
国
で
一
番
歌
わ

れ
て
い
る
卒
業
ソ
ン
グ
「
旅

立
ち
の
日
に
」
の
発
祥
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。

　
風
光
明
媚
で
豊
か
な
自
然

も
残
っ
て
お
り
、
四
季
を
通

じ
た
観
光
要
素
も
多
く
あ
る

地
域
で
す
の
で
、
老
若
男
女

問
わ
ず
、
今
や
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
観
光
地
で
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
秩
父
地
域
で
行
わ
れ

る
民
泊
で
は
、
約
１
５
０
軒

の
登
録
家
庭
が
１
軒
３
～
４

人
の
少
数
単
位
で
生
徒
た
ち

を
迎
え
、
名
物
で
あ
る
そ
ば

・
う
ど
ん
打
ち
を
は
じ
め
と

し
て
、
地
域
独
特
の
生
活
を

感
じ
ら
れ
る
田
舎
料
理
を
一

緒
に
作
り
、
食
事
や
畑
仕
事

な
ど
、
常
に
一
緒
に
行
動
し

ま
す
。
民
泊
で
生
徒
た
ち
を

お
預
か
り
し
て
い
る
間
、
ほ

ん
も
の
の
家
族
同
様
、
家
庭

の
一
員
と
し
て
田
舎
の
生
活

体
験
や
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

　
季
節
に
よ
っ
て
は
学
校
、

ク
ラ
ス
単
位
で
、
首
都
圏
の

貴
重
な
水
資
源
と
な
っ
て
い

る
荒
川
を
活
用
し
た
川
下
り

や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
自
然
の

中
で
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や

渓
流
釣
り
、
田
植
え
体
験
、

日
本
百
観
音
霊
場
で
あ
る

「
秩
父
札
所

ケ
寺
」
で
行

わ
れ
る
座
禅
、
竹
細
工
な
ど

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

自
然
、
文
化
を
体
感
で
き
る

豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
組
織
で
あ
る
「
一
般
社
団

法
人
　
秩
父
地
域
お
も
て
な

し
観
光
公
社
」
は
、
行
政
と

も
密
接
に
連
携
し
て
お
り
、

秩
父
医
師
会
と
連
携
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や

秩
父
消
防
本
部
に
も
受
け
入

れ
の
際
に
は
事
前
に
お
知
ら

せ
を
し
て
、
万
が
一
の
緊
急

時
に
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
対

応
す
る
準
備
も
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
学
校
や
家
庭

が
望
む
ニ
ー
ズ
に
も
可
能
な

限
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
バ
ス
で
は
修
学
旅
行
で
人

気
の
高
い
国
会
議
事
堂
か
ら

約

分
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
約
１
１
０
分
。

首
都
高
、
関
越
道
経
由
・
花

園
Ｉ
Ｃ
下
車
、
国
道
１
４
０

号
を
利
用
。
鉄
道
で
は
、
Ｊ

Ｒ
山
手
線
池
袋
駅
か
ら
西
武

鉄
道
の
特
急
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー

号
（
全
席
指
定
）
で
西
武
秩

父
駅
ま
で
約

分
。
都
心
か

ら
一
番
近
く
て
、
一
度
に
約

３
０
０
人
ま
で
受
け
入
れ
可

能
な
の
が
秩
父
地
域
の
民
泊

で
す
。
東
京
へ
の
修
学
旅
行

に
〝
ち
か
い
な
か
　
秩
父
〟

の
民
泊
を
取
り
入
れ
、
人
情

あ
ふ
れ
る
田
舎
の
生
活
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〒‐　埼玉県秩父市熊木町‐
秩父ビジネスプラザ

TEL　‐‐　FAX　‐‐
E-mail:info@chichibu-omotenashi.com

URL https://www.chichibu-omotenashi.com/

（１７） 第３０７４号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）４月３日（土曜日）


